
福島県の動向

○ 「福島県2050年カーボンニュートラル」を宣言（2021年2月）
○ 福島県地球温暖化対策推進計画の改定（2021年12月）
○ 福島県2050年カーボンニュートラルロードマップの公表（2022年5月）

 各部門が満遍なくCO2を排出しているため、
オール福島での取組が必須

 人口減少による電力需要減や省エネ機器導入
等、これまでの取組の継続だけでは目標達成
は困難

 市町村も含めた推進母体として、県がより積
極的に関わる体制づくりが必要

ふくしまカーボンニュートラル
実現会議の設立

県全体の地球温暖化対策の推進母体として、知
事を代表、各団体代表を副代表とした新しい推
進体制を構築

○ 温室効果ガス総排出量は2017年度から4年連続で減少
⇒ 一方で、2022年度の全世界のCO2排出量は過去最多（国際エネルギー機関）

福島県の温室効果ガス排出量

ふくしまカーボンニュートラル実現会議の設立

▲50％ ▲75％ 実質ゼロ



○ 県全体の地球温暖化対策の推進母体として、知事を代表、各団体代表を副代表とした新しい推進体制
を構築。

○ 併せて、実務的な議論の場となる企画委員会、市町村等が参画する市町村（行政）部会を新設。

総 会
（代 表）知事
（副代表）部門ごとの代表団体の長
（委 員）各団体の長＋市町村長＋学識経験者

市町村（行政）部会
【会津、中通り、浜通りの３地方で開催】

（部会長）カーボンニュートラル推進監
（部会員）各市町村担当課長及び地方振興局県民（環境）部長

企画委員会
（委員長）生活環境部長
（委 員）部門ごとの代表団体から代表が指名する者

20団体

59市町村＋7振興局

＜実現会議の体制図＞

ふくしまカーボンニュートラル実現会議の設立

副代表（１０名）
（全般） 福島県市長会 会長
（全般） 福島県町村会 会長
（産・業） 福島県商工会議所連合会 会長
（産・業） 福島県商工会連合会 会長
（産・業） 福島県中小企業団体中央会 会長
（産） 福島県農業協同組合中央会 会長
（家） 福島県消費者団体連絡協議会 会長
（運） 公益社団法人福島県トラック協会 会長

（再エネ） 公益財団法人福島県産業振興センター
エネルギー・エージェンシーふくしま 代表

（吸収源） 福島県森林組合連合会 会長

企画委員（２０名）
（全般） 福島県消費者団体連絡協議会 事務局長 （業） 日本チェーンストア協会東北支部 事務局長
（全般） 福島県生活協同組合連合会 代表理事会長 （運輸） 公益社団法人福島県トラック協会 常務理事

（産・業）東北電力株式会社福島支店 地域政策担当部長 （運輸） 公益社団法人福島県バス協会 専務理事

（産・業）公益財団法人福島県産業振興センター
エネルギー・エージェンシーふくしま 事務局長 （廃棄物） 一般社団法人福島県産業資源循環協会 専務理事兼事務局長

（産・業）一般社団法人福島県銀行協会 常務理事 （全般） 福島県 生活環境部長【委員長】
（産・業）福島県商工会議所連合会 理事兼事務局長 （全般） 福島県教育委員会 教育次長
（産・業）福島県商工会連合会 事務局長 （全般） 福島県市長会 常務理事兼事務局長
（産・業）福島県中小企業団体中央会 副会長兼専務理事 （全般） 福島県町村会 常務理事兼事務局長
（産） 福島県農業協同組合中央会 常務理事 （吸収源） 福島県森林組合連合会 代表理事専務
（産） 一般社団法人福島県建設産業団体連合会 常務理事兼事務局長 （全般） 福島県地球温暖化防止活動推進センター 事務局長

団体数 216団体
学識経験者５名
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地球温暖化対策への支援について
○ 福島県の地球温暖化対策の支援策等について、「福島県地球温暖化対策ポータル」に
とりまとめて掲載。

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/ontai/
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